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目指す児童像 

○健康で明るい子（たくましく） 

○進んで学ぶ子（かしこく） 

○心の豊かな子（なかよく） 

チャレンジ（挑戦）する学校 
        令和７年 5月１５日発行 発行者 校長 髙山 靖子 

 ～「成功」の反対は「失敗」ではなく「○○」である～ 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
令和７年度学校経営の基本方針 

 １ 学校教育目標 
      『響き合い、輝き合いながら、共によりよく生きようとする子どもの育成』 

 
   ２ 目指す児童像                              ３ 目指す学校像 
 
       ① 健康で明るい子 
           ・めあてをもち意欲的に運動する子 
           ・自他の健康や安全に気を配れる子 
           ・明るい心で生活できる子 
       ② 進んで学ぶ子 
           ・学び方がよく身についている子 
           ・自分なりの考えをもって学ぶ子
           ・学び合い高め合う子 
       ③ 心の豊かな子 
           ・ルールやマナーを守って生活できる子 
           ・誰とでも仲良くし親切ができる子 
           ・進んで社会や人のために働く子 
     

 

 

 

 

 

今年度の祇󠄀園小のスローガンを、この学校だより『ぎおんばら』のタイトル下にも載せているとおり

「チャレンジ（挑戦）する学校」としました。学校は、子どもたちにとってたくさんの新しい学びに出会う

場です。間違いや失敗を恐れず「やってみよう！」という思いを大切に育てていきたいと思っています。 

「成功の反対は、失敗ではなく、○○である。」この「○○」には、どのような言葉が入るでしょう

か。もちろん、辞書では、「成功」の対義語は「失敗」となっています。しかし、かの有名なトーマス・エ

ジソンは「成功の反対は、失敗ではなく、挑戦しないことである。」という名言を残しています。エジソ

ンのような特別な偉人の言葉ではありますが、まさに、学校での日常の中で、子どもたちにぜひ伝え

たい思いを象徴する言葉です。 

成功体験が子どもたちを成長させるのはもちろんのことですが、失敗したとしても、それは次の挑

戦のための力になるので、成功の途中段階だということです。何より大切なのは、子どもたち一人一

人の小さなチャレンジ（挑戦）を支え、積み重ねていくことだと考えています。「やってみよう！」という

思いをもてること、そして、その思いを行動に移せることが「チャレンジ（挑戦）する」ということなのだ

と子どもたちにも伝えています。 

ぜひ、ご家庭や地域でも、子どもたちの「やってみよう！」を支える温かい見守りと、「大丈夫だよ」

「いいね」のメッセージを子どもたちに伝えていただけるとありがたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・明るく、活力のある学校 

・学び合い、楽しく居がいのある学校 

・一人一人が目標に向かって 

精一杯頑張る学校 

・保護者・地域と連携し、信頼される学校 
 

   



 

４ 教職員の基本姿勢 

    ・教育に対する情熱をもち、子どもと共感できる教職員 

 ・自己を磨き、人と高め合える教職員 

 ・変化に対応できる課題解決能力をもつ教職員 

 ・心身ともに健康で、子ども・保護者・地域から 

信頼される教職員  

  

５ 学校経営の方針 

 

（１）「はしって とんで ねて 食べて 元気いっぱい ぎおんの子」を合い言葉に、体育部・保健部・

食育部が連携し、健康的な生活習慣の確立を図る。                                

（２）指導方法の工夫・改善に努め、児童が、分からないことを分からないと言えて「分かる喜び、   

学び合う楽しさ」を味わい、確かな学力と、学び続けようとする態度を育む。 

（３）児童一人一人の人権が尊重され、互いに認め合い助け合いながら、それぞれの個性や能力 

を発揮できる「安心感と自信を持って学べる学校づくり」を進める。 

（４）児童にふるさとを愛し、自分の身近な人々や社会のために働こうとする態度を養わせ、家族 

や地域との連携を深め、地域とともにある学校づくりに努める。 

（５）教職員一人一人が自らの力を発揮し、認め合い、同僚性の高い職場環境をつくる。 

 
 

６ 努力点 

   

学校運営協議会を開催しました  
令和７年度第１回学校運営協議会を開催しました。 
学校運営協議会とは、学校・保護者・地域住民等 

が信頼関係を深め、一体となって学校運営の改善や、 
児童の健全育成に取り組むためのものです。 
  今年度、会長を熊田裕子様、副会長を峯雅士様にお 
引き受けいただき、委員として岡田利様、佐々木寿子様、 
服部由佳様、福岡久子様、山口耕一様、世取山博晃様(五十音順) 
そして校長の全９名で協議会を組織し運営してまいります。 
  今回は地域学校協働活動推進員の坪山様にもご出席いただき 
ました。委員の皆様に市教育委員会からの任命書をお渡ししました。 
校長より、「令和７年度 学校運営の基本方針」として、上記の 

教育目標や学校経営計画の内容を説明し、委員の皆様から、承認 
をいただきました。今年度は年間４回の協議会を開催いたします。 
  詳細は祇園小ホームページに議事録を掲載いたしますので、そちら 
もぜひご覧ください。  

(1) 自らの健康を考え、実践できる力を育む健康教育の充実   

(2) 「学ぶ力」を育む学習指導の推進 

(3) 自己肯定感を高め「誰もが楽しく居心地のよい学級」づくりと心や社会性を育む教育の充実  

(4) 「地域とともにある学校」の推進 

(5) 教職員の資質・能力の向上 

 

※上記５つの視点で、努力点を示しています。それぞれの具体策及び今年度の重点項目につきま 

しては、祇園小学校ホームページの「学校概要」の「令和７年度 学校経営計画」をクリックして 

いただくと、詳細をご覧いただけます。 

 

  

 


